
仕様書 

研究船「白鳳丸」の運航支援及び調査支援等に関する業務委託



1. 件名
研究船「白鳳丸」の運航支援及び調査支援等に関する業務委託 

2. 目的
国立研究開発法人海洋研究開発機構（以下、「機構」という）は、海洋に関する研究及び調査観測

技術の向上を目的として、機構所有の研究船等、深海調査システム、海底試料採取機器、次世代  
深海探査システム、調査観測機器類等の運用を行っている。 
本仕様は学術研究船「白鳳丸」（以下「白鳳丸」という）の運航支援及び保守整備等の支援、調査

観測機器等の運用支援、海洋生物、地球物理・化学、地震などの調査研究に関する調査支援等の委
託業務について定める。 

3. 履行場所
「白鳳丸」船上、寄港地港湾、 
機構横須賀本部及び機構関連施設、受託者施設、その他機構が承認する場所 

4. 履行期間
2026 年 4 月 1日（水）から 2033年 3月 31 日（木）まで

※年間の航海は別紙 1 の運航計画とする。
（天候等による各航海の計画変更は含むものとするが、計画に含まない航海については別
途協議とする。）

5. 対象船舶及び調査機器等
(1) 対象船舶：「白鳳丸」
(2) 調査観測機器等（別紙 2）
(3) 持込調査観測機器等（別紙 2）
(4) その他 観測ウインチ等、可搬式機器類 他

※参考資料
1） 「白鳳丸」主要目一覧（資料 1）
2） 観測ウインチ等一覧（資料 2）
3） 船舶法定検査スケジュール（資料 3）

6. 観測技術員（※1）
本業務に必要な所定の観測技術員については原則として、別に指示する人数を配乗すること。 
但し、業務内容の変更等が発生する場合において、事前に協議のうえ、労働安全を前提とした

うえで、必要な人数に変更できるものとする。本委託業務に必要な教育、訓練、研修等について
は機構の承認を得たものを実施すること。 

※1観測技術員
観測技術員とは、研究船乗組員・研究者（調査観測研究の計画立案・実施者）と綿密な連携の
もと、下記一連の流れに沿った調査観測研究航海の支援を主として行うものをいう。 
1. 機構が実施する調査観測研究航海における調査支援対象の調査観測機器の事前準備
2. 航海中の調査観測機器を用いた調査支援対象のデータ・サンプルの取得及び保管
3. その他、調査観測研究航海中の主席研究員の支援
※主席研究員とは各航海における調査等を統括する乗船者をいう。
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7. 業務内容（詳細は別紙 3の通りとする。）
受託者は機構の策定する年間運航計画及び各航海の詳細を記載した実施要領、海上研究支援申

込書に基づき、以下の業務を行うこと。但し、年間運航計画は緊急航海、天候等、その他要因に
より変更の可能性がある。
① 「白鳳丸」の運航支援及び保守整備等の管理支援業務を行うこと。
② 「別紙 2 「白鳳丸」調査観測機器等一覧表」に記載の調査観測機器等のうち、指定された
機器を用いた調査支援業務を行うこと。

③ 海上研究支援申込書に記載された支援業務を行うこと。

7.1. 「白鳳丸」運航支援に係る業務 
7.1.1. 「白鳳丸」運航支援業務  

(1) 運航支援体制の構築
(2) 港湾関連サービス、許認可、届出等港湾関連手配
(3) 陸揚げ産業廃棄物の収集運搬処理支援
(4) 船舶保険手続き支援
(5) 通信契約管理

7.1.2. 「白鳳丸」船体・設備の保守整備計画補助及び修繕業務 
(1) 保守整備計画立案
(2) 法定検査及び試験実施
(3) 機能維持及び日常保守
(4) 修繕工事計画立案補助及び工事に係るその他業務
(5) 改良及び改造工事の実施
(6) 性能確認試験に必要な資機材準備
(7) その他・保守及び管理

7.1.3. 一般公開・特別公開及び見学等支援業務 
(1) 一般公開及び特別公開対応等支援

7.2. 調査観測機器等（別紙 2）の運用支援に係る業務 
(1) 保守整備計画立案
(2) 保守整備
(3) 修繕工事の実施
(4) 改良及び改造工事の実施
(5) 性能確認試験の実施
(6) その他

7.3. 調査支援業務 
(1) 観測技術員の手配
(2) 研究航海における調査支援
(3) 運用支援
(4) 調査支援にて取得・作成したデータの提出及び処理等支援

7.4. 資機材の調達及び管理 
「白鳳丸」の運航支援及び調査観測等の研究に必要な資機材の調達及び管理については下記に

基づき行うこと。 
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① 原則として機構の指示により行うものとする。（契約・調達は別途合意されない限り、原則
的に競争入札又は競争的交渉によるものとし、またすべての過程は透明性が確保されなけ
ればならない。）

② 資機材の管理は原則として機構が定める物品管理に関する諸規程等に則り行うこと。

(1) 船舶運航に必要な資機材の調達及び管理
(2) 船上事務機器の調達
(3) 予備品の維持管理（陸上保管品を含む）
(4) 工具・備品類の維持管理（計測器等の校正を含む）
(5) 資材・消耗品類の維持管理
(6) その他資材・消耗品の購入等

7.5. 環境安全管理 
(1) 再委託先の安全管理

7.6. 提出書類  
(1) 調査支援業務関連報告書
(2) 経理・財務業務関連報告書
(3) 最終報告書
(4) その他提出書類

7.7. その他 
(1) その他、機構と受託者の合意による業務

8. 秘密情報の取扱いに係る業務：有

9. 個人情報の取扱い
(1) 個人情報の取扱いに係る業務：有
(2) 個人情報の内容

① 航海実施要領書
② 各調査航海に係るデータ・サンプルのメタデータシート
③ 乗船者・訪船者名簿
④ クルーズレポート 等

(3) 提出書類
① 個人情報保護管理体制等報告書（別記様式１（特約第４条関係））：契約締結後及び毎年
度開始後速やかに
② 個人情報消去・廃棄等報告書（別記様式 3（特約第 10 条関係））：業務完了後速や

かに

(4) 個人情報の取扱いについては特約条項に従うこと。定めのない事項については、必要に応
じて機構担当者の指示に従うこと。

10. 情報セキュリティに関する要件
受託者は本契約を実施するにあたり、別紙 4 に定める事項を厳守すると共に、情報漏えい等のセ
キュリティインシデントが発生しないように努めること。
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11. 業務の引継ぎ
受託者は本委託業務の履行期間満了までにおいて、機構の指示により次期委託会社に対し全業務

の引継ぎ及び技術指導を行うこと。また、業務終了時においては、技術情報を含む業務によって得
た情報すべてを当機構へ書面等にて引き渡すこと。

   現委託業者よりの引継ぎについては受託者と別途協議を行うこととする。 

12. 業務履行上の注意
12.1. 機構の指示に基づく入渠造船所の選定に当たっては、一般公募を原則とし、技術力、経費等を

検討のうえ決定し、機構に報告すること。なお、入渠造船所の選定に関して特別な事由等がある
場合は、事前に機構に連絡し、協議のうえ造船所を決定すること。 

12.2. 調達に当たっては、入札もしくは見積り合せ等により、極力経費削減に努めること。 

12.3. 本委託業務を実施するために必要な機構の施設・設備(クレーン、高圧実験水槽等)、清水及び電
力等は無償で使用できるものとする。また安全講習等に関する会議室の使用及びフォークリフト
等の車両も申請を行うことにより使用できるものとする。 

12.4. 別途協議により、機構が認めた場合には、受託者の技術向上を目的として、受託者は機構が  
実施する航海に研修員を乗船させることができる。ただし、研修員の乗船にかかる一切の費用は
受託者の負担とする。 

12.5. 受託者は業務の一部を従事させた下請業者の一切の責任を負うこと。 

12.6. 海難事故等の際は付保されたすべての保険の処理を支援すること。 

13. その他
本仕様書に関し疑義が生じたときは、協議のうえ決定する。 
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⽩鳳丸 別紙2

「⽩鳳丸」調査観測機器等⼀覧表

調査観測機器等
(1) ⾳響測位装置
(2) トランスポンダ・係留系
(3) XBT/XCTD
(4) マルチビーム⾳響測深機
(5) 精密⾳響測深機（PDR）
(6) ⾳響式流向流速計（ADCP）
(7) 科学計量⿂群探知機
(8) 全周型スキャニングソーナー
(9) サブボトムプロファイラー

(10) 船上重⼒計（校正⽤可搬式重⼒計を含む）
(11) 船内LANシステム
(12) その他、ウインチ類、研究室装備機器等

持込観測・調査機器等
(1) ピストンコアラ、ドレッジ等
(2) プランクトンネット等
(3) CTD 採⽔器等
(4) 係留系等
(5) シングルチャンネル反射法探査システム
(6) 可搬式マルチチャンネル反射法探査システム
(7) 海底地震計
(8) その他、研究者が持ち込む調査観測機器

数字 ：原則、本船乗組員⼜は本仕様以外の観測技術員等が運⽤するもの。
 なお、受託者の合意及び機構の指⽰の下、本仕様書に記載の観測技術員に⽀援を求めることもある。

(数字) ：機構の指⽰する範囲内にて本仕様書に記載の観測技術員が⽀援するもの

11



12



13



 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

14



 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

15



 

 
 

 

16



17



18



19



20



21


	
	白鳳丸　別紙2




